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物流のスマート化による
グローバルロジスティクスサービス 
―調達・物流・情報の一体化による高付加価値サービス―
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1.　はじめに
アジア新興国のGDP（Gross Domestic Product）に占め

る物流コストは，先進国の2倍以上となっている。このこ
とから，アジア新興国の物流業務は先進国に比べて非効率
であることがうかがえる。また，生産量急増による物流量
の急激な増加や，高まるサービス品質要求への対応が急務
となっている。
アジア新興国のうち，世界第2位のGDPを占める中国

の物流コストは，GDP比で17～18％と，日本の8.6％に
比べて非常に高い比率となっている。また，中国の物流コ
ストに占める管理コスト比率は13％となっており，日本
の4％に比べるとその高さは顕著であり，物流オペレー
ションに問題があると推定される。
これらの問題に対し，日立はサプライチェーン全体最適

化の視点で，調達・物流・情報の三位一体による高付加価
値サービスを提供する。まずは，問題が顕著であった中国
を対象に，主に製造業の物流面での問題を解決することを
めざしている。

2.　グローバルロジスティクスサービスの概要
2.1　サービスモデル
日立グループが提供するグローバルロジスティクスサー

ビス（Intelligent Operations for Logistics）のサービスモデ

ルを示す（図1参照）。
このサービスは，製造業向けに部品調達業務（＝調達），
物 流・ 倉 庫 機 能（＝ 物 流）， そ し て IT（Information 

Technology）（＝情報）を組み合わせ，一体化したサービス
として提供する。

2.2　サービスの期待効果
このサービスでは，上述のように日立グループ各社の
サービスを組み合わせて提供する。これにより，サービス
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図1│サービスモデル
製造業向けに，調達，物流，情報を一体としたサービスを提供する。

注：略語説明　 VMI（Vendor Managed Inventory），
WMS（Warehouse Management System），
TMS（Transportation Management System）
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アジア新興国では，高い物流コスト，非効率な物流業務，
物流量の急激な増加，および高まるサービス品質要求へ
の対応などが課題となっている。その中でも中国の物流コ
ストに占める管理コスト比率の高さは顕著であり，この管
理コストの高さから物流オペレーション上に問題があると
想定される。そこで，日立はサプライチェーン全体最適化
の視点で，調達・物流・情報の三位一体での提供により，

顧客課題を解決するサービスモデルを考えた。
そのサービスモデル検証のために，日立グループでの実証
実験を通じて効果検証・評価を行い，その結果を基に中
国の日系企業から東南アジアへ展開していく。今後はビッ
グデータの利活用・分析・評価による高付加価値サービ
スを提供し，ロジスティクス戦略を支援するサービスへ拡
大していく。
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単体で提供する個別効果はもちろんであるが，より複雑な
顧客の経営課題を解決する経営効果が期待できる。具体的
な経営効果は，次の2つである（図2参照）。
（1）コスト削減［P/L（Profi t and Loss Statement）に関連］
調達コスト削減，物流コスト削減，ITコスト削減

（2）在庫削減［B/S（Balance Sheet）に関連］
業務改善，在庫最適化，リードタイム短縮

2.3　サービス体系
このサービスは，事前診断を行った後に最適なサービス

を提供するため，各フェーズに応じたサービス体系を有す
る（図3参照）。
（1）計画フェーズ
物流改革構想立案，グローバル拠点最適化コンサルティ

ング
（2）設計・開発フェーズ
ロジスティクスモデル，情報システム設計・開発

（3）運用フェーズ
ロジスティクス，トレーディング，ITサービス

3.　実証実験によるサービスモデルの検証
3.1　実証実験モデル
グローバルロジスティクスサービスの導入効果を検証す
るため，日立のグループ会社の中国工場において，実証実
験を実施した（図4参照）。
実証実験では，中国国内3社のサプライヤーに対して，

ミルクラン※1）を試験導入（隣接工場の既存7社と共同ミル
クラン）するのに合わせて，導入前と導入後の入荷状況を
観測しながら，物流情報を入手して効果を算定した。また，
そのときの調達データをTWX-21※2）に投入し，EDI

（Electronic Data Interchange）導入による効果シミュレー
ションを実施した。併せて顧客に「在庫の見える化」ニー
ズをヒアリングするなどし，今後の課題を抽出したもので
ある（2014年9月に実施）。

3.2　検証結果
実証実験の結果，以下の効果を確認することができた。
ミルクランの実施により，調達物流コストの削減，物流
品質の向上の双方に効果があることを確認できた。さら
に，シミュレーションによって在庫金額の削減効果を確認
することができた。
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図4│実証実験モデル
三位一体サービスモデルのうち，実証実験で実施した範囲を示す。
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図3│サービス体系
事前診断を実施した後，フェーズに応じたサービスを提供する。

注：略語説明　3PL（3rd Party Logistics），EDI（Electronic Data Interchange）
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図2│サービスの期待効果
既存サービスから最適な組み合わせを選択し，経営課題を解決する。

注：略語説明　 JIT（Just in Time），IT（Information Technology），
P/L（Profit and Loss Statement），B/S（Balance Sheet）

※1）巡回集荷。
※2） 日立製作所がグローバルに提供するインターネット上のビジネスアプリケー

ションサービス。
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また，TWX-21導入のシミュレーションによる導入効
果として，調達作業工数の削減が見込まれることを確認で
きた。
具体的な効果数値は，以下のとおりである。

（1）P/Lへの効果
（a）調達物流コストの削減
新規3社と隣接工場の既存7社のサプライヤーでの共
同ミルクランにより，導入前後の物流コスト比較で，
12.7％のコスト削減が確認できた。
（b）調達作業工数の削減
調達EDIの導入（既存サプライヤー40社でのシミュ

レーション）により，購買や倉庫業務などで，17.1％の
調達作業工数の削減の見込みを得た。

（2）B/Sへの効果
（a）在庫金額の削減
隣接工場とのミルクラン共同化によるトータル物量増

加での納入頻度向上で，22.4％の在庫金額の削減効果が
あることがシミュレーションで確認できた。

（3）品質効果
（a）納入時間順守率の向上
サプライヤー直送から物流業者によるミルクランに変

更することにより，納入予定時間の順守率が50％から
77.7％に向上できた。
（b）カートンダメージ率の改善
納品時のカートンダメージ率が12.5％から4.3％に改

善できた。

3.3　評価と課題
実証実験を通して，想定していた物流コスト削減率

（10％）を上回る効果を確認できたことは有意義なもので
あったが，サービス事業推進にあたっては，今後以下の課
題に取り組む必要があると考える。
今回の実証実験では，実導入はミルクランのみであり，

EDIの部分は，テスト環境を利用したシミュレーションに
よる評価である。また，調達代行や JIT（Just in Time）納
入などのVMI（Vendor Managed Inventory）部分は対象外
であった。このサービスの三位一体モデルでの評価につい
ては，今後の課題である。
ミルクランにおいても，一部サプライヤーでの適用効果

である。全サプライヤーに対して，どの部分をミルクラン
化すると最も効果があるか，あるいはどの部分をVMI化
するとより効果があるか，さらにはそれらを組み合わせた
全体最適を提案していくことがこのサービスのめざすべき
ゴールである。それに必要な実証を継続して実施していく
ことが必要である。

将来的には，ビッグデータ利活用による分析・評価機能
など，物流のスマート化によって経営改革を支援できるよ
うな高付加価値ロジスティクスサービスとして事業推進を
検討し，準備を進めていく。

4.　将来の方向性
4.1　グローバル市場に向けた今後の展開
今回紹介したグローバルロジスティクスサービスは，ま
ず2015年度より中国市場で輸送機器，電機，部品などを
製造している日立グループおよび日系企業に対し，倉庫管
理，輸送，調達代行などのオペレーションアウトソーシン
グおよび調達・物流情報の可視化などの業務管理の改善・
効率化に役立つサービスとして提供を開始する。その後，
2016年度から他業種へも展開し，事業拡大を図っていく。
さらに2017年度以降，顧客のグローバル展開に合わせて，
東南アジアなどの新興国への展開・拡大を行っていく予定
である。

4.2　ITサービス基盤の整備
このサービスを支える ITサービス基盤としては，まず
情報をつなぐEDIをベースに，生産計画や生産管理情報，
受発注情報など，情報収集レイヤーを広げて物流関連デー
タの蓄積を拡大し，統合ロジスティクス情報データベース
を構築する。その情報を基に在庫分析や物流費分析などの
物流関連の分析サービスを提供していく。そして最終的に
は，グローバル在庫最適化や拠点配置最適化など，経営戦
略に基づくロジスティクス戦略を支援する情報の提供を
行っていきたいと考えている（図5参照）。
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図5│ITサービス基盤
情報収集から分析による活用，さらには経営戦略を支援する情報提供サービ
ス基盤へと発展していく。

注：略語説明　DB（Database），KPI（Key Performance Indicator）
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4.3　高付加価値サービス
ITサービス基盤の整備とともに，ビッグデータ利活用

による分析・評価を行い，高付加価値なサービスを提供す
ることを検討している。以下に3つの検討例を紹介する。
（1）在庫分析サービス
統合ロジスティクスデータベースに蓄積された在庫情報

に関して，安全在庫量や発注点を適正化することにより，
顧客の生産管理機能を向上させるサービスである。
このサービスでは，受注情報や生産情報，在庫情報と在

庫シミュレーションを活用し，以下の在庫分析レポートを
提供する。
（a）在庫傾向分析：製品ごとの在庫傾向の把握
（b）緊急輸送分析：製品ごとの緊急輸送傾向の把握
（c）安全在庫量分析：製品ごとの需要変動に基づいた安
全在庫量の適正化

（2）サプライヤー評価サービス
顧客が扱う受注情報，フォーキャスト情報などサプライ

ヤー情報に関して，サプライヤー別動向を分析することに
より，サプライヤー管理機能を向上させるサービスである。
このサービスでは，サプライヤー情報を活用し，Q

（Quality：品質）・C（Cost：コスト）・D（Delivery：納期）
に基づいて以下のサプライヤー分析レポートを提供する。
（a）品質分析：製品ごとの不良品傾向の把握
（b）コスト分析：製品ごとのサプライヤー別コスト傾向
の把握
（c）納期分析：製品ごとの期限順守率の把握

（3）拠点配置最適化サービス
顧客のサプライチェーンを変更する際に，複数の都市の

生産拠点や倉庫拠点の候補地から，コストが最小となる拠
点配置案を作成するサービスである。
このサービスでは，拠点の候補地と販売量・生産量・在

庫量などの実績情報，経営指標（利益最大化）を入力情報
として，数理最適化技術を使い，高速に拠点配置案を探索
する。その際に利益最大となる複数の拠点配置案を提示す
ることで，顧客が最終的に拠点配置案を絞り込むことがで
きる。これによって顧客のサプライチェーンコストを最適
にし，グローバル展開を支援する。
今後，これらの検討案をマーケットニーズに合わせて具

体化していく考えである。

5.　おわりに
ここでは，グローバルに展開している製造業向けに，調

達・物流・情報の三位一体でロジスティクス業務改革に寄

与するグローバルロジスティクスサービスについて述べ
た。新興国，特にアジアの物流市場は，急激な成長が予測
されており，ロジスティクス業務の効率化のニーズはます
ます大きくなり，実業と ITを持つ日立の強みが大いに発
揮できる分野であると考える。
今後も，このサービスで蓄積する物流関連のビッグデー
タ利活用による高付加価値サービスや異業種連携など，従
来にない新しいサービスを創出することにより，顧客のロ
ジスティクス戦略を支援するサービスへ拡大していくこと
をめざしている。

1）  中国物流与采购联合会（中国物流購買連合会），
http://www.chinawuliu.com.cn/

2）  公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会，
http://www.logistics.or.jp/
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